
新型コロナウイルス患者との濃厚接触あるいは発熱等の症状を
認めた場合の対応について 〜本学の教職員・学生へ
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新型コロナウイルス感染者が急増しています．大学の感染症対策を徹底
するため下記の流れに従い、該当する人は指定した連絡先に連絡を入れ
指示に従ってください．

発症前2週間以内に新型コロナウイルス
感染のハイリスクエリア（国内を含む）
を訪れた人、その人と濃厚接触**した人

PCR検査等の指示なし、あるいは
検査が陰性であった場合

 2週間経過し上記症状が改善
していれば自宅待機を解除し

観察終了とする.

新型コロナウイルス陽性者と濃厚接触**した人
(無症状も含む)

自宅待機のうえ、すぐに
下記の連絡先へ連絡して
下さい.

連絡先*

1. 保健管理センター
2. 学生は学務課

職員は所属部署と人事課

* 保健管理センター (e-mail: hac@hama-med.ac.jp, TEL: 053-435-2156 (平日のみ))
学務課 (e-mail: kgs@hama-med.ac.jp, TEL:053-435-2202 (平日のみ))
人事課 (e-mail: ssy@hama-med.ac.jp, TEL: 053-435-2119 (平日のみ, 所属部署経由で連絡して下さい))
浜松市保健所「帰国者・接触者相談センター」 (TEL: 053-453-6118)

 自宅待機のうえ、すぐに上記の連絡先*
へ連絡する.

 医療機関へは直接受診せず、まず浜松市
保健所「帰国者・接触者相談センター」
*および保健管理センターへ相談して指
示を仰ぐ.

 毎日の体温測定 (朝,夜)と健康観察．結
果を保健管理センターへ毎朝メール連絡
する.

左記のハイリスクエリアを訪れていない、濃厚
接触歴もなし

** 濃厚接触の定義：
・同居あるいは2メートル以内で長時間の接触（特に車内、

航空機内等の閉鎖空間）があった.
・適切な感染防具無しに診察・看護・介護を実施、気道分泌

液・体液等（汗を除く）の汚染物質に直接触れた.

# 体温は風邪薬等解熱作用のある薬剤を服用していない状
態での測定値

症状 (37.3℃以上の発熱# 、呼吸器症状、嗅覚・味覚
障害等）が出現した人

 自宅待機とし, 毎日の体温測定 (朝,夜)
と健康観察を継続する.

 必要であれば予め連絡のうえ医療機関
を受診する. 

 「上記症状や37.5度以上の発熱が４日
以上続く場合」、または「強いだるさ
や息苦しさがある場合」は、浜松市保
健所「帰国者・接触者相談センター」
*および保健管理センターへ相談して
指示を仰ぐ.

 就業再開の目安は、24時間以上、
37.3℃以上の発熱が無いこととする.
その他の症状が残存していれば適宜保
健管理センターへ相談する.


